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 研究要旨： 

miRNAはnon-coding RNAの一つであり、バイオマーカーと
して用いることが可能である。炎症反応や線維化反応でm
iRNAがコラーゲン産生を調節する。そのうち、Cyclin E1
発現を制御するmiRNAとしてmiR-195を同定した。 

 

 
 
A. 背景及び目的： 
本邦での膵癌死亡者は約２万人である。癌の
治療法は進歩しているが、膵癌罹患患者のほ
とんどが膵癌で死亡するという難治癌であ
る。膵癌は高度な線維化を伴い、膵癌と線維
化の関係が示唆される。線維化のメカニズム
を解明することが膵癌早期発見と治療に役
立つと考えられる。 
 
B. 研究方法： 
本研究では星細胞(HSC)/筋線維芽細胞(hMF
B)のmicroRNA発現を検討した。既にHSC活性
化とともに変動するmicroRNAを同定した。そ
れらを強制発現させて、HSC/hMFBの増殖、コ
ラーゲンやサイトカイン産生に及ぼす影響
を検討した。一方、C型肝炎では肝線維化進
行群(stage3-4)はHCVの遺伝子型に関わらず
IFN治療によるウイルス駆除率が不良である
が、ウイルス側因子のみでは説明できない。
そこで宿主側因子を明らかにする目的で、肝
組織中におけるmicroRNA発現の相違を、線維
化軽度群(stage1-2)と比較検討した。  
 
C. 結果及びD. 考察： 
microRNA検出arrayにより、マウス星細胞の
活性化とともに発現変動するmicroRNAを網
羅的に解析した。星細胞活性化と伴に上昇す
る8 microRNA (miR-23b,34c,125b,210,214,
218,221,222)と低下する9 microRNA(miR-p2,
143,195など)を同定した。また、miR-195に
はHSC/hMFBの増殖抑制効果があり、Cyclin 
Eを介することを見出した。 
 
E. 結論： 
HSC/hMFBの機能調節にmicroRNA発現関与す
ることが確認された。 
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